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町の記憶の宝庫・旧御師邸を核とした
コミュニティづくり
特定非営利活動法人 旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議［三重県伊勢市］

団体設立の経緯
かつて御師は、全国からお伊勢参りに来て頂く仕組みを構築し、
多くの参宮客を迎え伊勢のまちの隆盛に貢献するとともに、神領
伊勢のまちの自治組織の中心的役割を果たしました。明治4年
の御師制度の廃止や戦災の影響などもあり、かつての面影を残
し現地に残っている御師邸は、旧丸岡邸のみです。他に残って
いる御師邸は、表門や庫裏の一部が移築保存されている程度で
す。慶応2年に改築された旧丸岡邸は長く空き家状態にあり、雨
漏りによる腐朽が進み、その保全が急務でした。市民有志により
平成22年10月に団体を設立し、平成24年4月に活動を維持し推
進するためにNPO法人化しました。
外宮前山田地区のまちの記憶であり、大切な歴史遺産である
旧御師丸岡宗大夫邸の保全活用を図り、地域に誇りと愛着を
持って住み続けられるまちづくりを展開する。地域の歴史遺産を
生かし、残し、伝え、次世代に引き継ぐ活動によりまちづくり、人
づくりを図り、地域コミュニティの形成、町の活性化に貢献する
ことを団体設立の目的としています。

地域概要
当地区は伊勢市の中心部、伊勢神宮の外宮前山田に位置し、
今回の遷宮を契機に賑わいを取り戻した外宮周辺地区を除け
ば、多くの地方都市と同様に中心市街地の空洞化は深刻さを増
し、かつての町の風情は急速に崩れています。しかし一歩町なか
を深く観察すると、中世から近世にかけた伊勢の都市構造を代
表する世古（路地）や公界堀（清川、豊川）、戦災を免れた「こまち
なみ」や歴史的建造物、また芭蕉をはじめ多くの文人墨客の交
流の物語が数多く残る地域でもあります。かつて御師達が自治
都市としてまちづくりをしてきたように、市民による主体的なまちづ
くり、生活空間の快適性の確保のための景観整備、まちなか居
住の推進などと共に観光都市として訪れて気持ちが良い空間づ
くりが求められています。旧御師丸岡宗大夫邸の保全活用等、
当地区の地域資源を活かしたまちづくり活動を推進し、地域に
誇りと愛着を持って住み続けられるまちづくりを醸成するとともに

「歩いて楽しい町なかの演出」の拠点施設の整備が望まれてい
る地区と言えます。

特定非営利活動法人 旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議［三重県伊勢市］

丸岡邸の古襖の下張はまるでタイム
カプセル。江戸の様相が時代を超え
て現れます。

設立年月･･･ 平成 22 年 10 月12 日
法人化した年月･･･ 平成 24 年 4 月19 日
メンバー数 ･･･11 人
代表者名 ･･･ 阿形次基（あがた・つぐもと）
連絡先 ･･･ 〒 516-0009　三重県伊勢市河崎 2 丁目 27-34
☎ 0596-27-0455　Tak17@amigo2.ne.jp
団体のミッション･･･ 私達は地域の活性化を目指し、伊勢市山田地区のまちづくりの拠点となる旧御師 ･ 丸岡宗大夫邸の
保存活用を図ることにより、伊勢市のまちづくり活動を推進するとともに、都市の記憶を次世代につなげる活動を行うことで、
市民生活の豊かさと交流文化の広がりを図り､ もって社会全体の利益の増進に寄与することを目的としています。
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活動に至った理由や背景

平成22年のある日、知人から旧御師丸岡邸の建物
を見てもらえないかという話が飛び込んできました。地
域を代表する歴史的建造物として気になっている建物
だったので、早速所有者の丸岡さんに見せて頂いたの
です。10年ほど空家状態なっていて雨漏りもひどく、初
めて中へ入った第一印象は、正直大変な状況でした。
ただ経験上、整理し片付ければ何とかなるという感じは
つかめました。御師邸として唯一現地に存在し、また長
屋門タイプとしても唯一残っているものであり、この建物
を残すことが私達の務めだと直感しました。建物はあま
りひどい状態になると保存に共感を得ることは難しい、
早く環境改善を進めなければと、保存活用に理解のあ
る仲間や郷土会の知人、建築士会のメンバーに声かけ
をし、保存再生に向けた活動への参加を依頼しました。
一方市教育委員会にも丸岡邸の保存再生に取組む旨
を伝え、登録有形文化財として認定されるように支援を
依頼しました。文化庁の担当者からは、建物の価値は
すぐにでも登録文化財にはなれるが、維持管理体制が
明確でなければ認定は困難であるとの意見を頂いたの
です。丸岡邸を保存するには単に行政にお願いしてい
くだけでなく、私達も保存再生活動に覚悟を決め、正式
に「旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議」を立上げ、地
道に活動を展開することになりました。

活動の内容と成果

建物の保全及び改善活動
活動を開始してから雨漏り部の修繕、外部の景観維

持に努めてきましたが今年度もさらに修繕に努め、少し
でも良好な景観にするための建物維持の作業を進め
ています。具体的には外部は奥8畳の押入部分周りの
修繕（屋根瓦葺き替え、腐朽部分の取替とトタン張り）、
台風などにより落下した漆喰部の補修、主屋奥の便所
部分、縁側および屋根軒先瓦部分の補修を行い、防雨
対策が進展し、また通常の草刈りなど周辺環境整備も
継続して行いました。

建物内部の改善作業は腐朽のひどかった4.5畳の外
壁部、床の補強、開口部の壁、建具及び3畳の押入れ、
地袋部を修繕し、畳を7.5畳分入れ替えるとともに新たに
照明器具を設置し、活用できる部屋に改善しました。

また建具関係では痛みのひどい襖6枚を取替え、3ヶ
所の格子戸を洗い、昔の姿に戻すとともにレールを修理
し、動くように改善しました。このような作業の結果、室内
の景観は良くなるとともに建物内の見学や活用できる部
分が広がりました。

特定非営利活動法人 旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議［三重県伊勢市］

烏帽子世古に面する丸岡邸長屋門と土塀
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まだまだ改善が必要な建物ですが、できるだけ建物
を使用した事業を展開することで、多くの人に旧御師邸
としての保全活用の理解を高めることが重要であると
認識してもらうために実施する事業の一つです。今年
度は、伊勢学サロンとして御師の関わりや丸岡邸に関す
る以下のテーマで開催しました。

①伊勢参宮名所図会絵解き（3回）
②御師の献立再現食談会
③御札つくり体験会
④古襖の下張解体および仕分作業の体験会

①伊勢参宮名所図会（寛政 9 年 1797 年）の
　絵解きワークショップ

江戸時代の18世紀は視
し か ん

圜拡張の時代であるといわ
れ、各地の名所図会もその中から生まれ、また人々は
様々な情報を得ることで大いに動き回った時代であると
いわれます。

情報が氾濫している現在、何を情報として発信するこ
とが効果的なのか、また伊勢の価値ある情報は何かを
探る手掛かりとして、1797年に発行された伊勢参宮名
所図会に焦点を当て、当時の伊勢町衆（御師等）が何
を情報として発信しようとしたのかを探るとともに、その
中に描かれているものを探求し、彼らの意図を理解する

特定非営利活動法人 旧御師丸岡宗大夫邸保存再生会議［三重県伊勢市］

ことの中から今に活かすヒントを探ることを目的に開催し
ました。具体的には伊勢周辺の斎宮から伊雑宮の範囲
を対象に行い、パワーポイントを活用して名所図会を拡
大し、参加者の目線でじっくり見ていくと、今まで見えて
いなかったものが見えてきました。特に人々の風俗の描
写は、御師や参宮客の様子はもとより服装や町並みの
風景等当時の雰囲気を見ることができます。絵図の多く
は、日本の神話などに出てくる歴史文化が紹介されてい
るなど単なる景色だけではなく、地域のストーリーなどを
取り上げていることは興味深いものです。現代のわれわ
れに地域の何を観光資源とするかを考えるうえで、多く
の示唆を与えてくれるものがあり、参加者も多くの新発
見があったようです。

たとえば神宮も江戸時代と現在ではかなり様子が
違っていて、両宮とも板垣、外玉垣はなく、内宮では御正
殿と東宝殿、西宝殿が横一列に並んでいる姿（長い遷
宮の中断から復興した天正時代から明治（写真で証明
される）までは此の構成であった）等です。地域の資料を
より深く見ていくことで、今まで気付かなかった事象を発
見できることを学びました。また参宮名所図会は、特に景
色の向こうに見えるもの、地域の物語などを情報として
発信することを先人たちはすでに行っていましたが、い
つの時代も変わらない大切な視点であるといえます。

②御師の献立再現食談会
今回の食談のテーマは御師の妻に焦

点を当て、丸岡家が所蔵する山水画の作
者である東佩

はいほう

芳を取り上げ「御師の妻た
ちの様相・東佩芳について」をテーマに、
講師は会長の阿形氏と丸岡氏で行ないま
した。伊勢の古道、神路通にある東家（古
今伝授の祖・東常頼の系統を継ぐ）の東
夢亭の妻で女流画人・東佩芳は頼山陽、
江間江漢等との交流等が山水画から読
み取れ、また女史は漢学にも素養があり
漢学者夢亭を助け、その知識の幅は特筆
すべきものです。江戸時代の伊勢人の女
性（御師の妻）の文化度、教養の高さを垣
間見ることができました。

お伊勢さんだけでなく人と人の交流も
伊勢に来る契機でもあり、伊勢の文化度
の向上に来訪者がいかに貢献したかが
良くわかる事象の一つです。現代の私達
にもその素養があるかを問われる食談会
であったと思います。

③御札つくり体験会
御札の配布は御師の中心的なもので、

かつて江戸時代は各御師家で御札を作
り、檀家に配布していました。丸岡家に所
蔵されていた版木の中には、大麻（御札）
以外にも海苔等みやげの版木もあります。
丸岡家所蔵の版木を活用し、御札作り体
験を通してかつての御師の暮らしぶりを
体感し、御師がどのような思い、仕組みで
参宮者を迎えてきたかを知る体験会とし
て開催しました。親子で参加でき、子育て
世代の方も参加してくださいました。また
参加者の中に神宮の版木を作っていた家
の方もいて、少し以前まで御札の版木つく
りが町中で行われていたそうです。同時
に実施した古屏風解体の下張の中に御
札の内容について書かれたものが出てき
たのは偶然ですが、何か事を始めると関
連したものが現れるものです。

④古襖の下張り解体及び整理
　体験会

丸岡邸の古い襖（奥8畳の取替えたも
の）をはがし、下張りに潜む御師家の生活
文化や歴史の記録をタイムカプセルのよう
に開くことで江戸時代の伊勢人の素顔を
実感でき、下張の古文書には、整理するこ
とで新たな発見や裏付け資料になるもの
があるのではないか。また下張りをはがす
解体、整理作業を体験することで各家に
眠っている古襖などを歴史資料として扱っ
てくれる契機になればと、千枝皇學館大
学助教の指導のもと皇學館大学生の協
力を得て開催しました。

今回出てきた下張の古文書の内容に
ついては、今後の調査によって整理するこ
とになりますが、年代的に古いもので正徳

（1711〜16）、享保（1716〜36）のものが見
られ、中には多くの貸借証文があり、借金額
と担保の関係は興味深いものが垣間見ら
れる等、参加者は何が出てくるのだろうと興
味津 で々非常に満足されていました。

多くの借用書の存在は、檀家受け入れ
時にそれに見合う額を町年寄衆中から
借用し、多額の金利を払う仕組みは、町
の運営資金を得る目的で考えられたもの
でないかと推測されます。古文書からか
つての暮らしぶりを推測するのも楽しいも
のです。	

御師塾の開催　
伊勢学サロン & ワークショップ
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ツインタイムトラベル体験事業

①ツインタイムトラベル「熊野古道編」
　6 月15 日（日）開催（バス & ハイク）

熊野古道世界遺産登録10年であることも考慮し、旧御師
丸岡宗大夫家がもてなした文化6年（1809）の江戸本所の
伊勢講の記録（牧野家文書）と丸岡家に残る献立帳文書を
もとに、伊勢参宮を終えて熊野へ向かう行程を辿り、かつて
のもてなしの様子や江戸時代から現代における地域の景
観などの移り変りを体験することで、ツイン･タイムを旅する、
丸岡家〜大紀町阿曽宿まで2日間の行程をたどるものです。

実際に訪ねてみると伊勢参りのおおらかさ、伊勢から熊
野への道は観音道であることがよく理解できます。巡礼着に
着替えての行程には道引き観音地蔵、手引き観音地蔵等々
が人々をいざなう施設が用意されています。伊勢と熊野の
それぞれの役割分担ではないですが、紀伊半島には陰と
陽がまことにうまく存在していると気付かされます。熊野古道
の世界遺産部分は、峠がほとんどなのでそこに注目されま
すが、街道沿いの集落と巡礼者の歴史文化にもっと光を当
てるべきではないかと感じたツアーでした。地元のテレビ局
である三重テレビが同行取材し、6月27日午後10時30より放
映されました。

②ツインタイムトラベル
　「御師と芭蕉の交流の記憶を訪ねて」
　10 月26 日（日）開催

芭蕉生誕370年を記念し、伊勢に6回訪れていると言われ
ている芭蕉さんに焦点を当てました。御師の中には俳句の
門弟も多く、市内には多くの句碑が建っています。御師と芭
蕉との交流の記憶を辿り、かつての伊勢人の文化的土壌を
実感し、もてなしや交流の様子を学ぶ食談会を行いました。
元禄7（1694）年、伊賀上野で門人たちを招いて感謝の気持
ちを表した、世に言う八月十五夜月見の献立（芭蕉が自ら作
成した）を食しながら、江戸時代の御師と芭蕉の関係、伊勢
山田の俳諧の様相を学びました。

御師文化再生フォーラム

「歴史的建造物を活かしたまちづくり」
11 月30 日　伊勢河崎商人館

まちの記憶、原風景である歴史的建造物・まちなみの価
値や地域での役割を学び、各地で行われている保存再生
活用の現状などを語り合い、地域の住民にとって身近な歴
史的建造物等を通したまちづくり、人づくり、コミュニティづく
りのヒントを探るフォーラムを開催しました。具体的には浅野
聡三重大学大学院准教授による「歴史的建造物を生かし
たまちづくり」の基調講演、各地の事例として伊賀の武家
屋敷、鳥羽の大庄屋広野邸、二見の賓日館と当会から会長
が、それぞれの歴史的建造物の活用について報告し、会場
の参加者との意見交換を行いました。

歴史的建造物にはそれぞれその性格があり、また時
代によっても相違します。それぞれの歴史的建造物に
は、建物を舞台として色々な物語が存在します。建物と
ともに時代の記憶やそこにかかわった人々の生き様や
時代の生活文化は非常に興味深く、人々を引き寄せる
ものです。各建物が地域のまちづくりの拠点として、また
交流の場としての役割を果たしている姿は、それをよく
証明しています。地域の歴史的建造物が連携してまち
づくり、人づくりに取り組んでいけばより魅力的なまちづく
りが展開可能で、旧御師丸岡邸が江戸の町衆の姿を
実感できる交流拠点として整備されることの必要性が、
参加者に理解されたと思います。

地域らしいまちづくりのさらなる向上を目指せるかは
地域コミュニティの底力にかかっており、地域の記憶の
証人である歴史的建造物が大きな力になることが確認
されました。

今後の予定

多くの市民や助成金等の支援を受けたおかげで、建
物の環境改善が進み、丸岡邸を使用した事業が展開
できるまでになり、また市民の保存活用への認知度も高
まっているように感じます。　　

三重県教委は3月13日、国の登録有形文化財（建造
物）として丸岡家住宅主屋他1件が国の文化審議会か
ら文科大臣に答申されたと発表しました。私たちの保存
再生活動を開始して四年余り、様々な取り組みで市行
政、市民にその価値を訴えてきましたが、国の登録有形
文化財に認定されたことは今後の活動に大きな力にな
ると思います。

初期の目標である伊勢河崎商人館などと同様に市
行政が担保し、建物を整備、民間が管理運営を担う方
式で歴史文化交流拠点とし、一日も早く実現できるように
したい。そのためにもこれまでの取組を継続し、地道に
御師の歴史文化を掘り起こし、地域コミュニティの醸成
に向けて、より広がりのある活動を展開するとともに丸岡
邸の保存活用計画の策定に向けて活動していきます。

また伊勢市と伊勢商工会議所は平成27年3月、中心
市街地の活性化を図るために伊勢まちづくり株式会社
を設立し、中心市街地活性化に向けてスタートしました。

旧御師丸岡邸も対象エリアにあり、今後国の基本計
画認定に向けて中心市街地活性化基本プランの策定
に、丸岡邸の保存再生事業が位置づけられるよう活動
を展開します。丸岡宗大夫邸を歴史観光都市伊勢の貴
重なまちなか交流のための施設として、地域のコミュニ
ティづくり、まち歩き拠点として貢献できることを理解して
もらうように働きかけ、目標が達成できるように努めます。
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